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られる。この上限により発生粒子の平均多重度 <n) と横運動量の大きさの平均 <PT ) 及び全断面積σT
が強い制限を受けることが見出される。 即ち， <n) <PT)../五三五const( lns) 九/而lns ここで s は重心












経験的に唱えられているスケール則と予盾しな Po 2 体散乱振幅の場合に振幅に Mandelstam 表現
を仮定すれば更に広い解析性領域が得られるが，著者はこれに対応して多粒子振幅の場合に解析性領
域を少し拡張しユリタリ性と組合せることにより.反応生成粒子の平均個数.平均横運動量および全
断面積の積に対する新しい形の上限を見出した。これは高エネルギー素粒子反応における粒子発生の
多重度のエネルギー依存性に強い制限を加えるもので。それが相互作用の力学的模型に無関係に得ら
れる点が注目される。これらの結果は高エネルギー素粒子反応の理論に数多くの知見を与えるもので
ある。よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
ワ臼? ?? ?
